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ジャーナリズムの現在Ⅰ 06 

第 9 回 アスベストを追い続けて－－ 

2006 年 6 月 13 日 
毎日新聞社会部・編集委員 大島 秀利 

Ⅰ．取材のきっかけ 
原発、労災隠し、ダイオキシン、化学物質過敏症 
そして…アスベスト 

    ＊1998 年 11 月 7 日 最初の記事 
 
Ⅱ．問題意識 
   95 年の阪神大震災 
    ＊98 年に海外のアスベスト禁止の動きを書いた記事 

＊2000 年 2 月記事 中皮腫増加傾向を示す 
 
Ⅲ．アスベスト（石綿）とは 

白石綿結晶 
白石綿 
茶石綿 
青石綿（最も毒性強い） 

＜アスベスト関連病＞ 
【中皮腫】肺などの臓器を覆う膜にできるがん。しばしば肺がんと間違えられる。 

有効な治療薬がない。潜伏期間２０～６０年。２年ほどで亡くなる人が多い。 
【肺がん】はその２倍発生する 

＊石綿病の体の図 
＊一般住宅 
＊戦時標準船（元船員が乗船） 
＊笠原さん認定記事（元船員） 

 
Ⅳ．患者との出会い 
  ・元船員、元国鉄マン、元日通社員 
  ・データと実感の一致 

・村山早大教授の中皮腫死予想＝2000 年～40 年間で、10 万人が中皮腫で死亡 
  ・職種の広がり 
     石綿職業歴のない患者＝主婦、経営者の女性、元自衛隊員、元証券マン 

クボタ周辺の中皮腫患者・身に覚えのない石綿の吸い込み 
     主婦ら女性の多発 

仕事でアスベストを扱ったことがない人 
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＊初報１面 
＊初報社会面 

・クボタの歴史 
 
Ⅴ．患者の広がりと、苦しみ 

・疫学調査で因果関係ありと判明。 
・8８人の非職業性の暴露 
・クボタは因果関係否定 
・見舞金・弔慰金は責任とは無関係 

 
★補償の格差 
・クボタの塀の外と内で極端な差 
・クボタの決断  
・水俣病との違い 
★政府の責任 
・1960 年の南ア報告と、65 年の英国報告で石綿工場の周辺住民に中皮腫 
・1971 年の規制から強化せず｡粉じん吸い込み量 
・1986 年のＩＬＯ石綿条約の「環境（住民）対策条項」の削除提案 
（これを契機に 87 年に石綿対策全国連絡会議が発足） 

・1992 年のアスベスト規正法（社会党提案）を自民党などの反対で審議せず廃案 
・2005 年８月にようやくＩＬＯ条約批准 

＊ILO 条約 
＊日英石綿輸入 
＊中皮腫死者などの推移 
＊20060130 国会デモ 

 
Ⅵ．今後の焦点 

・工場周辺住民への真の補償  （救済から補償に） 
・解体・改築建築物の監視 
・アジアでのアスベスト消費が増加 

 
以上 
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「ジャーナリズムの現在－－アスベスト特報」を

受講した上智大学のみなさん 

毎日新聞大阪社会部・大島秀利 

 

 今回、極めてたくさんの方から受講後の感想やご意見をいただきました。す

べての人がその人なりの多様な受け止め方をしたのに驚き、参考にさせていた

だきました。その中から、ひとこと書いておきたいことを以下に列挙し、みな

さんのご参考にしていただきたいと思います。 

 

【ＮＧＯやＮＰＯの取材について複数の方】 

 ＮＧＯやＮＰＯの取材は、講義でも話ましたが、多くのケースが現場に近い

という意味で重要だと思っています。ただし、ＮＧＯやＮＰＯが発信する情報

について、裏づけを取ったり、信頼性について判断することはそんなに簡単で

はありません。まさに、そこの部分に記者としての経験や力量、努力といった

ものが問われてくると思っています。 

 

【マスコミの機能の一つに予防があるというＮさんの見方】 

 このマスコミの予見性という問題こそ、重大なことだと私は思っています。

しかし、いまのマスコミの評価システムの中では「５年前にこんな記事を書い

ていた」ということは、あまり考慮されることがありません。ただ、少なくと

も毎日新聞では、そういう記事を書く記者に対し、一目をおく風土があるよう

にも思います。何よりも、世間的に明確に気づかれなくても、自分自身の矜持

として、予防的な記事を書けたという喜びのようなものが、その後のエネルギ

ーになっていきます。 

 

【飛散の恐れがないからといってアスベストが放置されている例が多いので

すかというＩさんの質問】 

 「非飛散性」の建材などはよく放置されることがあります。たしかに飛散し

にくい場合がありますが、長期の使用や風化で劣化したり、建物の改築や解体

の際に当該の建材が砕かれると、飛散することになりますので、放置すること

は問題なのです。 

 

【アスベストの経済面のメリットによって政府が使用を黙認していたのでは

ないかという S さん】 

 水俣病でも同じようなことが起きました。ところが、政府によって十分な補

償などが行われていないという点が、アスベストと水俣病で共通しています。

「そういうことがこれから中国で起こるのではないか」というのはとても重要

な視点です。 



 

【中皮腫の患者に取材したときの話が印象的で、実際に苦しんでいる人にあっ

て初めて見えてくるもの、得られる視点があると思うというＷさんら】 

 ものごとを実感したり、体験することはとても人間の行動に影響を与えると

思います。それは記者にとってはとても大切なことだと思います。 

 「死というショックキングな記号を使うことによる受け手への影響は絶大で

あろう。テレビや週刊誌はその扱い方に配慮するべきだ」という指摘もありま

した。その指摘も、正しい部分もありますが、私が強調したいのは本当の死と

して実感を持てないのも問題だということです（テレビゲームのように人の町

が破壊される映像など）。ジャーナリストの原則は、可能な限りあるできごとを

実感できる現場に立つことだと思います。どんなに悲惨で、気持ち悪く、つら

く、目を覆いたくなるものであろうと、可能な限りリアリズムに徹して伝えよ

うとすることが大切だと思います。もちろん、被害者が苦しんだりする姿を掲

載する際は許可をとるのが原則だとは思いますが。 

【世間の関心をひくためにセンセーショナリズムに陥ってしまうことがない

ですかという A さん】 

 限られた情報の中で伝わるように努力することと、いわゆる「とばし」（事実

から逸脱した表現など）とは区別するべきことだと思います。ファクトを可能

な限り取材して、大事なことを詳細に伝えることが受け手にとって最も衝撃的

なことだと考えますし、それを追求するべきだと思います。 

【アスベストについて最初に取り上げたのが 2000 年だそうですが、今日まで

何をしていたのかというＴさん】 

 記事として取り上げたのは 98 年が最初でした。それ以降は、決定的な情報が

なかなか出てこなかったり、キーパースンに会えなかったりということもあり

ました。「2006 年１月 30 日の救済法不備についての反対運動の写真が出ていた

が、長年取材してきてどう映ったか」という問いもありました。私はのこの国

会周辺デモについて、二つのことを思いました。一つは患者、遺族の思いはと

ても切実であること。もう一つは、世論のサポートがあって彼らが勇気をもっ

て行動できているという実感です（患者を長年支援してきた人は、報道や世論

によって患者が勇気を持つということはとても大切なことと指摘しています）。 

 

【大企業や政府を取材するときに圧力のようなものがあったのかというＨさ

ん】 

 被害者と加害者が存在するようなすべての取材テーマには緊張感がつきもの

です。その中で、いろいろなことに出会ったり考えたりしますが、私が最も強

調しておきたいのは、過度に相手を怖れて記者が自己規制してしまうことこそ

が最も危ないことだということです。 

 

 以上です。熱心に私の講義を聴いてくださったみなさん、ありがとうござい

ました。 
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